平成25年度真庭商工会　第1回工業部会幹事会　議事録

１．招集通知日　平成２５年　８月１６日（金曜日）
１．開催日時　平成２５年　９月１１日（水曜日）１５時～
1． 開催場所　真庭リバーサイドホテル
１．部　員　総　数　６７名
１．出席者　（発表者　　３名）
　　　　　　　医療法人井口会　　安東正典

　　　　　　　(株)デンソー勝山　岡田光央

　　　　　　　銘建工業(株)　　　田口勝行

　　　　　　

　　　　　　（真庭市内高等学校教論　６名）
　　　　　　　勝山高校　　　　　　赤岩康弘

　　　　　　　勝山高校　　　　　　宮崎綾子

　　　　　　　勝山高校　蒜山校地　笠原康位

　　　　　　　真庭高校　落合校地　鳥越由貴

　　　　　　　真庭高校　久世校地　久安哲也

　　　　　　　真庭高校　久世校地　河本亮二
　　　　　　

　　　　　　（真庭商工会　１２名）
　　商工会会長　福島正明

　　　　　　　担当正副会長　山下　豊（真庭商工会　副会長）

工業部会長　大月隆行
工業副部会長　中谷勲夫
工業部会幹事　志田知之
工業部会幹事　志田　崇

工業部会部員　谷口　護
工業部会部員　富松文治

工業部会部員　平尾信弘

工業部会部員　村松幸男

工業部会部員　安田浩章

工業部会部員　小谷一二治

（事務局出席者数　　６名）
　　　　　　　事務局長　高田壮一郎
  　　　　　総務課長　森本陸夫　
　　　　　　落合支所　笹尾公宏　
　　　　　　蒜山支所　林　英明　
　　　　　　美甘支所　金崎俊枝　
          　支援課　　伊達　幹　
１．司会・事務局　森本陸夫（真庭商工会　総務課長）

１．議長　大月隆行（工業部会　部会長）
1． 議事録記録者　伊達　幹（真庭商工会　支援課）
　  

１．議　　　　　題
　　協議事項は次の通り
　　　協議事項　  
①高等学校との情報交換会について
　　各校の現状について発表

・勝山高等学校
　　・蒜山高等学校

　　・真庭高等学校　落合校地

　　・真庭高等学校　久世校地

　　

　　部会員事業所から就職にあたっての取組、学校への要望
　　・医療法人社団井口会

　　・(株)デンソー勝山

　　・銘建工業(株)

②県外視察研修会の実施について
③真庭市の商工業者施策説明会について

　　　　　④その他
議事の経過要領及び議案別の議決の結果

　定刻１５時となり、司会者　森本陸夫氏（真庭商工会　総務課長：以下司会者）より平成２５年度第1回工業部会を開会する旨を告げた。続いて司会者は、部会長　大月隆行氏（以下部会長）に開会の挨拶を求め、部会長は挨拶を行う。

（部会長挨拶要旨）大月部会長は、出席者全員にお礼を述べた後、工業部会の活動、アベノミクスの効果での雇用環境の変化、雇用先と学校教育での就職活動での、就職に対する考え方、受け取り方の違い、について発言の後、本日開催している新しい取り組みが、新たな産学の雇用の切り口となる交流をおこないたいとの挨拶があった。
　続いて、司会者は、真庭商工会会長　福島正明　氏に挨拶を求め、福島会長は挨拶を行う。

　
（真庭商工会会長挨拶要旨）福島会長は、真庭商工会の活動についてのお礼を述べた後、工業部会での新しい取り組みが、新たな地域の産業の活性化に繋がるように、商工会といたしましても、バックアップをしていきたいとの挨拶があった。
続いて、司会者は、担当正副会長　山下　豊　氏（真庭商工会　副会長）に挨拶を求め、山下副会長は挨拶を行う。

（担当正副会長挨拶要旨）山下副会長は、地域の活力は、若い世代の方が残ってくれる事だと思います。進学後、また地元に戻って来てくれるような地域づくり、また、若い世代に夢が持てるような企業づくりが必要だと思いますとの挨拶があった。
続いて司会者は協議事項に入る旨を述べ、本日出席していただいている企業３社３名の方、真庭市内高校２高校６名の方の紹介をおこなった後、本会の議長を部会長とした。大月部会長は議長就任を承諾し、部会の議事に入る。
＜高等学校との情報交換について＞
　議長は、議事①「高等学校との情報交換について」を上程し、真庭商工会工業部会での活動、本会議の経緯、本会の進行について説明の後、各高校に現状、活動についての発表を求めた。
○市内高校「真庭高校、勝山高校」との情報交換会

＜勝山高校＞

勝山高校では、毎年約２０名前後の生徒が就職しています。その中の約８割の生徒は、地元及び県北エリアに就職し残りの２割は県南への就職となっていましたが、最近の傾向では県南に就職したいといった願望が多く見受けられるようになっています。学校での就業活動としては、１学年で地元企業を知る事をテーマにして、調査をしております。２学年でインターンシップを実施、受入企業へ、生徒本人が連絡するなどをして、社会を肌で感じられるように工夫をしております。また進学希望者にも進学後、地元に帰って就職を考えてくれるように声掛けをしています。学校としては、現在、地元企業の情報が少ないので、企業との交流、インターンシップの受入企業などの情報をもう少し集めたいです。
＜勝山高校　蒜山校地＞

　蒜山校地でも就職活動の一環として、インターンシップに取り組んでおります。本年度の３学年２３名のうち６～７名が就職希望者ですが、半数は県外の都市での就職を希望しており、半数は地元就職を希望しております。しかし蒜山地区での就職はしたくない等の意見が多かった。学校としては、インターンシップの受入企業が蒜山地区内ではないので、地元受入企業をお願いしたい。
さらに、就職に必要な資格等の取得に力を入れていきたいと考えております。今回のような機会は、地元企業の方々と情報の交換ができ、非常にありがたいです。
＜真庭高校　落合校地＞

　落合校地では、地元の地域との連携を大切に考えており、インターンシップ、防災関連などの活動を実施しております。現在の就業先としては、９割以上が地元への就職となっております。本年度の就業希望者は１８名で、就職希望職種は、事務職、販売への希望が多い。学校としては、総合学習の時間を利用して、地元企業を知る、調べる等の活動をおこない、企業情報の収集をおこなっていますが、企業の情報が少ないのが現状です。インターシップは２学年が対象で、職場での実務が学べて非常にありがたいです。今後もさらに受入企業数の充実をお願いしたいと考えております。
＜真庭高校　久世校地＞

　真庭校地では、以前から地元就職希望者が多く、在学生徒６６名の内約７～８割の約５０名の生徒が就職を希望しております。現在も多くの地元就職者を輩出しております。ただ近年では、県北でも津山市内への就職希望が多くなりつつあります。学校活動として久世校地でもインターシップをお願いしており、社会でのコミュニケーション能力、仕事に対する意識などを主に考え取り組んでおります。ただ現在までの就職の定着率が低く、離職者が多く出ている事が残念ながら現状です。インターシップでの内容の充実化をお願いしたいと考えております。受入企業のご協力をお願いします。また久世校地では、就職の内定等が決まった生徒と内定企業との懇談会を開催しており、非常に好評です。さらに、就職セミナーを開催しております。
続いて大月議長は、多くの就職受入企業であります。医療法人社団井口会、(株)デンソー勝山、(株)銘建工業の意見を求められた。
＜医療法人社団井口会＞

　井口会では、主に落合校地の看護科の生徒の方が中心の、就職先となっております。現在までも多くの落合高校からの卒業生の方が看護士として在籍されております。また、インターシップの受入企業としても職場の体験場を提供しており、看護士長と看護科生徒の交流会を開催しており、好評だと聞いております。

就職先企業といたしましては、学校教論の方と知り合える事が少ないので、情報交換があまりできていないと感じており、また、どこの職場（現場）でも通じる人材の指導をお願いしたと思います。井口会でも、やりがいのある仕事、就職してみたい職場づくりにしたいと考えており、現場での意見交換会を開催するなど取組んでおります。進学し、さらに資格を取得して地元の企業での就業先となるよう今後も考えております。
＜(株)デンソー勝山＞

　デンソー勝山では、地域との共生を大切にしており、地元若者の就職の場として協力しております。今後も地元の方を採用していきたいと考えております。
当社もインターシップの受入企業として、中学、高校、専門校の受入を実施しており、高校は毎年４～５校の受入をおこなっております。インターシップでの職場体験は、・産業人のモラル、品質、コミュニケーション・プロフェッショナルとしての意識・顧客満足対応・仕事の成果、モノづくり喜びについて体験していただいております。また、一般的にも工場見学の受入、企業説明会への参加をおこなっております。
受入企業としては、インターシップへ参加する生徒の皆さんの目的、目的に対する結果（意見）などを、知りたいと強く感じておりますので、学校側の対応をお願いしたいと思います。

＜銘建工業(株)＞

　銘建工業では、以前は地元の高校卒業生の就職先として多くの方を受け入れておりましたが、５～６年前から、大学卒業生の採用が多くなってきております。情報化の現代では、リクナビを利用して全国から就職希望者が集まってきており県外からの就職者が増えております。
現在業界の流れでは、木材建築への従事者が非常に少ない状況ではありますが、修行先企業としても、資格取得者、前職にて経験者などの即戦力を採用している状況ですが、地元の雇用を優先的に考えていきたいとも考えています。

それぞれの意見がで終わった後に、大月部会長よりインターシップへの参加はどのように決めておれますかとの質問があった。

勝山高校：本人からの要望、生徒の考えを聞き教論から進めていいる。
蒜山校地：生徒本人に任せているが、受入企業が落合、久世、勝山地区となる

ので、断念する生徒が多いのが現状です。是非地元企業での受入先

を希望します。

落合校地：２学年の希望者です。現在までですが、インターシップを経験した

企業に就職した生徒はいません。
久世校地：全員参加をさせています。大体４～５日間職場体験をおこなってい

　　　　　ます。終了後、報告会を実施して全員にアンケートを実施しており
　　　　　９３％の生徒がインターシップを必要と感じている結果が出ていま

す。実際に職場体験した企業に就職していないが、働く事に関心、

興味が持てたとの意見が多いです。

大月部会長：学校側としては、インターシップを活用でき、社会にふれる事が

できる重要な場所、機会だと感じられています。受入企業としては、

どうお考えでしょうか。
デンソー勝山：就職のきっかけづくりになればいいと思っております。

落合校地：生徒の通える範囲の企業となってしますので、職種が選べないのが

実情です。ただ、興味がない体験でも、生徒の日誌を確認すると、

仕事に興味を持って取り組んでいる事が感じられます。

勝山高校：学校教育で体験できない、社会教育の場となるので、２０～３０社
に受入をお願いしたいです。生徒も職種が選べる中から、体験し、

自分に合った職種なのか判断ができるかもしれません。判断ができ

たら、離職も減る事につながると考えられます。
久世校地：現在インターシップを実施していますが、受入企業側では時期的に

いつ頃がいいのでしょうか。また、期間はどの位が最適だとお考え

でしょうか。

井 口 会：業種にもよると考えますが、当社では、４月に新規就職となり、す

ぐに新人研修等の企業内研修をおこないますので、できれば８月、

９月の時期がいいです。期間については、１週間が適当ではないか

と考えます。

山下副会長：当社の仕事は、外での作業が多いため、春先に実施するのが、体
験される生徒の方に負担がかからないと思います。離職者が多い事

に関して、職場体験と実際の職業では、やはり厳しさが違います。

実際の厳しさまでは体験できませんが、生徒の方に学校側である程

度の指導ができたらと思います。
銘建工業：実際の職場環境は厳しいですし、実際のライインの中に入るのは企

業側としては出来ない事も多くあります。ものづくりが主の製造業

では体験できる作業は限られると考えます。
大月部会長：受入企業としても、安全性に対してかなり考えないといけない。

　　　　　今後、時期等を検討していかないといけないが、商工会、工業部会、
商業部会での就職説明会、企業説明会が実施できたら、インター

シップにも前向きに取組んでいただける企業が出てこられるかもし
れません。また、地元での就職者が増える可能性が高いと考えられ
ます。
大月部会長は、本日出席されている工業部会員の企業の意見を求めた。

富松部員：離職について多い業種は何かを調査しないといけないですし、厳し

い事ですが、仕事が合わない事による離職をする場合、企業として

は早い段階での判断をしていただきたいと思います。１年間育てた

従業員に離職されると、その１年間の労力が無駄になってしまいま

す。
志田理事：企業が求める人事は、やる気があるか無いかの意思が重要だと考え

ています。インターシップで体験した事は、就職に対して非常に貴

重な経験だと思います。しかし実際の職場での就労とはギャップが

あるため、戸惑われる企業としても、意思を見るために２～３カ月

程度状況を見ています。学校側へは、就職、就業する意思づくりの

指導もお願いしたいです。
谷口部員：就職を希望する業種に興味を持ってもらえたら、長く就業できると

思います。インターシップ先が遠い場所にある等の理由がある場合、

下宿等を行えば解決するのではないでしょうか。
村松部員：就業先企業としては、職人になってもらいたい。インターシップで
は、刃物等を使用する事が多いので、安全性がないため活用できな

い。
平尾部員：企業としても人材確保は企業存続のため必要。現在従業員の高齢化

が進んでいます。若い人を採用したいと考えています。インターシ

ップを現在は受入れていませんが、企業を知ってもらうための場づ

くりが必要だと感じます。
小谷部員：職人仕事の多い現場では、インターシップでの受入をしている時間

があまりありません。しかし、職業に興味をもってもらう事は重要

だと感じています。企業説明会などを有効に活用できればと考えま

す。
安田部員：危険度の高い職場、責任度の高い職種なので、インターシップでは

任せられないですし、時間との勝負になるケースもあるので、受入
は厳しいと感じていますが、工場見学などは以前実施していたので、
受入は可能かと思います。数年前までは地元の高校卒業生を採用し
ていましたが、離職率が高かった。実際の職業のギャップに耐えら
れない方がほとんどだったと思います。今は、Ｉターン、Ｕターン

の方を主に採用しているのが現状です。
志田理事：自分は、落合高校から進学した時に、地元にどんな企業があるかを

ほとんど知らなかった。進学者にも地元企業の紹介やインターシッ

プの経験ができるようにいたら、進学した方が地元に帰って来る若

者も増えるのではないかと思います。

大月部会長：受入企業側として今後も協議、検討していかないといけない課題

が多く見つかったと思います。学生が地元の企業に対して、夢や、

希望が持てる企業づくりをしていきたいと思います。また、学校側

の教論のみなさまにも、企業の実情が少しでもわかっていただけた

かと思います。こういった情報交換の場が今後も開催できるよう部

会でも協議していきたいと考えております。
○県外視察研修の実施について
　大月議長は、前回の幹事会にて協議いたしました、本年度の視察研修について事務局に説明を求めた。
　これに対して事務局森本総務課長が、資料に沿って視察研修実施について下記のとおり説明があった。

　　　　平成２５年度工業部会視察研修の実施
　　　　実施日時　平成２５年１０月８日（火）

午前６時５０分　真庭商工会本部発

　　　　研 修 先　午前　最上インクス

　　　　　　　　　午後　(株)堀場製作所
○真庭市の商工業者施策説明会について

　大月議長は、真庭市の商工業者施策説明会について事務局へ説明を求めた。これに対して事務局森本総務課長が、真庭市の平成２６年度施策についての説明会を来年２月に開催いたしますので、是非関係者は参加をしていただきたいと説明があった。
大月議長は、以上で本日の協議事項等の全てが終了した旨を述べ、熱心なる審議に感謝の意を述べ議長席を降りる。

○閉　会

中谷副部会長より、「今回、真庭市内の高校と工業部会が初めて情報交換会を開催し、お互いの現状、状況が少しでも理解できたかと思います。今後もこの会が継続開催できるように関係者皆さんに協力をお願いしたい。」と閉会の挨拶があった。　時に、午後１６時５５分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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